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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

ね
り
ま
座
と
は 

 
 
 
 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

 

「
ね
り
ま
座
」
公
演
は
、
年
に
一
度
開
催

す
る
練
馬
区
の
郷
土
芸
能
の
祭
典
で
す
。 

 
 

当
日
は
、
練
馬
区
内
で
現
在
も
活
動
し
て

い
る
囃
子
連
の
中
か
ら
４
団
体
が
出
演
し
、

各
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
囃
子
を
披
露

し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
関
東
近
県
か
ら
お

招
き
し
た
郷
土
芸
能
団
体
の
ゲ
ス
ト
出
演
も

あ
り
ま
す
。 

 
 

今
年
も
、
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

ゲ
ス
ト
に
は
埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
か
ら
、

横
瀬
人
形
芝
居
保
存
会
を
お
招
き
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

                

■
日
時 
平
成
27
年
２
月
15
日(

日) 

 
 
 
 

午
後
１
時
〜
５
時 

 
 
 

（
午
後
０
時
30
分
開
場
） 

■
会
場 

練
馬
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

練
馬
区
豊
玉
北
６-
８-

１ 

■
出
演 

中
里
囃
子
連 

 
 
 
 

上
石
神
井
囃
子
連 

 
 
 
 

春
日
町
子
ど
も
囃
子 

 
 
 
 

石
神
井
台
囃
子
連 

 

客
演 

横
瀬
人
形
芝
居
保
存
会 

 
 
 
 

（
埼
玉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
） 

■
主
催 

練
馬
区 

■
協
力 

練
馬
区
民
俗
芸
能
協
議
会 

■
助
成 

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造 

■
定
員 

３
０
０
名
（
先
着
順
） 

■
費
用 

入
場
無
料 

■
申
込 

当
日
会
場
で
受
付
け 

■
問
合
せ 

伝
統
文
化
係
ま
で 

                   

 

 

練 馬 区 

地 域 文 化 部 

文化・生涯学習課 

（伝 統 文 化 係） 

〒176-8501 

練馬区豊玉北6-12-1 

℡０３（５９８４）２４４２ 

 

郷
土
芸
能

ね
り
ま
座 

第１5回 

公 演 

Ⓒ山口清文 

「判官矢取り親子対面の場」（『小栗判官実道記』） 

 

 

囃子
は や し

と獅子舞
し し ま い
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コウホネ 

     

天
然
記
念
物
と
は
？ 

 
 

動
物
、
植
物
、
地
質
、
鉱
物
な
ど
の
自
然

の
も
の
に
関
す
る
記
念
物
で
す
。
練
馬
区
内

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
然
記
念
物
の
指
定
・

登
録
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。 

国
指
定  

◆
三
宝
寺
池

さ
ん
ぽ
う
じ
い
け

沼
沢
植
物
群
落

し
ょ
う
た
く
し
ょ
く
ぶ
つ
ぐ
ん
ら
く

◆ 
 

 

都
立
石
神
井
公
園
内
の
三
宝
寺
池
の
中
の

島
を
中
心
と
し
た
植
物
群
落
で
、
昭
和
10
年

（
一
九
三
五
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
カ
キ

ツ
バ
タ
、
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
、

コ
ウ
ホ
ネ
等

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。 

  

   

  

国
指
定 

 

◆
練
馬
白
山

は
く
さ
ん

神
社
の 

 
 
 
 
 

大
ケ
ヤ
キ
◆ 

  
 

練
馬
４-

２
の
白
山
神
社
境
内
の
拝
殿
前

に
二
株
あ
り
ま
す
。
樹
齢
九
○
○
年
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
一
○
八
三
年

に
源
義
家
が
後
三
年
の
役
で
奥
州
に
向
か
う

途
中
、
戦
勝
祈
願
し
、
奉
納
し
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。 

階
段
上
の
ケ
ヤ
キ
は
、
一
昨
年
台
風
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
現
在
は
樹
勢
を
も
り

か
え
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
階
段
下
の

ケ
ヤ
キ
は
樹
高
約
19
ｍ
、
幹
周
り
約
7.2
ｍ

で
す
。 

階
段
上
の
ケ
ヤ
キ
は
昭
和
15
年
に
国
指

定
と
な
り
、
階
段
下
の
ケ
ヤ
キ
も
平
成
８
年

に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

《
花
と
樹
木
の
歳
時
記
》 

 
 

見
頃
の
季
節
別
に
紹
介
し
ま
す
。 

  

◆
カ
タ
ク
リ
群
落
◆ 

  
 

大
泉
町
１-

６
の
清
水
山
憩
い
の
森
に
自

生
し
て
い
ま
す
。
約
三
六
○
○
㎡
の
範
囲
で

約
30
万
株
の
生
育
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
51
年
に
区
が
憩
い
の
森
と
し
て
整
備

し
、
保
全
し
て
い
ま
す
。 

 
 

自
生
地
は
、
北
斜
面
の
森
林
内
で
、
山
の

斜
面
の
下
に
は
、
湧
き
水
が
み
ら
れ
ま
す
。

株
は
一
年
ご
と
に
交
互
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

開
花
時
期
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
で

す
。 

    

◆
練
馬
東
小
学
校
の
フ
ジ
◆ 

 

春
日
町
１-

30
の
練
馬
東
小
学
校
の
校
庭

南
西
隅
に
あ
り
ま
す
。
根
元
近
く
の
幹
周
り

が
３
ｍ
を
超
え
る
大
木
で
す
。
も
と
は
、
板

橋
区
成
増
の
並
木
家
に
あ
っ
た
も
の
を
、
旭

町
三
丁
目
に
あ
っ
た
兎
月
園
に
移
し
、
そ
の

後
、
昭
和
35
年
に
学
校
創
立
の
記
念
樹
と
し

て
移
植
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
５
月
に
薄
紫
の

花
房
を
つ
け
ま
す
。 

         

ね
り
ま
の
天
然
記
念
物

カキツバタ 

春 

夏 

区指定 

区登録 
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◆
開
進
第
一
小
学
校
の 

ク
ス
ノ
キ
◆ 

 
 

早
宮
２-

１
の
開
進
第
一
小
学
校
の
正
門

脇
に
あ
り
ま
す
。
樹
高
が
20.7
ｍ
で
幹
周
り
が

３
ｍ
近
く
あ
り
、
樹
齢
が
概
ね
100
年
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
主
幹
は
、
地
表
２
ｍ
あ
た
り
で

切
断
さ
れ
た
痕
が
あ
り
、
二
又
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
典
型
的
な
ク
ス
ノ
キ
の
樹
形
を
た

も
っ
て
い
ま
す
。 

        

◆
光
伝
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
◆ 

氷
川
台
３-

24
の
光
伝
寺
の
本
堂
前
に
あ

り
ま
す
。
樹
高
14
ｍ
、
幹
周
り
が
2.4
ｍ
あ

る
区
内
最
大
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
で
す
。
樹
齢
は

数
百
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

幹
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
、
釣
鐘
状
の
樹
形

は
、
こ
の
種
の
典
型
で
す
。 

       

◆
井
頭

い
が
し
ら

の
ヤ
ナ
ギ
◆ 

 

東
大
泉
７-

34
の
大
泉
井
頭
公
園
に
あ
る

２
株
の
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
で
す
。
水
辺
植
物
で

あ
り
、
生
育
し
て
い
る
場
所
は
、
か
つ
て
は

井
頭
池
の
水
辺
の
低
地
で
し
た
。
南
側
は
高

さ
8.8
ｍ
、
北
側
は
6.2
ｍ
で
区
内
で
も
大
き

な
ヤ
ナ
ギ
で
す
。 

台
風
な

ど
の
災
害

で
、
何
度

か
被
害
に

あ
っ
て
は

い
ま
す
が
、

幹
は
太
く

大
き
な
枝

振
り
が
み

ご
と
で
す
。

 

      

◆
金
乗
院

こ
ん
じ
ょ
う
い
ん

の
大
イ
チ
ョ
ウ
◆ 

 

 
 

錦
２-

４
の
金
乗
院
の
本
堂
の
前
に
あ
り

ま
す
。
樹
形
は
き
れ
い
な
扇
形
で
、
乳
房
状

の
気
根
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
ま
す
。
高
さ
が

18
ｍ
、
幹
周
り
が
５
ｍ
で
区
内
最
大
の
大
き

さ
で
す
。
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
お
手
植
え

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

              

◆
内
田
家
の
屋
敷
林
◆ 

  
 

早
宮
三
丁
目
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。
ケ
ヤ

キ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ム
ク
ノ
キ
な
ど
高
さ
２
ｍ

以
上
の
樹
木
が
309
本
あ
り
ま
す
。
特
に
ケ
ヤ

キ
は
高
さ
30
ｍ
の
門
前
の
大
木
を
は
じ
め
、

幹
周
り
２
ｍ
以
上
の
も
の
が
屋
敷
を
囲
む
よ

う
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

屋
敷
林
は
、
防
風
・
日
除
け
と
し
て
、
ま

た
、
雑
木
林
は
、
農
業
用
堆
肥
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
し
た
。 

        

◆
井
口
家
の
屋
敷
林
◆ 

 

立
野
町
の
千
川
上
水
脇
に
あ
り
ま
す
。
ケ

ヤ
キ
を
中
心
に
ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク
セ
イ
の
生
垣

と
、
イ
ヌ
シ
デ
や
シ
ラ
カ
シ
が
み
ら
れ
る
屋

敷
林
で
す
。
特
に
ケ
ヤ
キ
は
10
本
が
推
定
樹

齢
200
年
以
上
と
さ
れ
る
大
木
で
、
生
垣
は

20

ｍ

を

超
え
る
高

さ
が
あ
り

ま
す
。
武

蔵
野
の
屋

敷
林
の
風

景
を
今
も

残
し
て
い

ま
す
。 

 

   

◆
土
支
田

ど

し

だ

八
幡
宮

は
ち
ま
ん
ぐ
う

の
社 し

ゃ

叢 そ
う

◆ 
 

土
支
田
４-

28
の
土
支
田
八
幡
宮
の
周
囲

に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
、

イ
チ
ョ
ウ
、
ア
オ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
か
ら
な
る

社
叢
で
す
。 

       

秋 

冬 

区登録 区登録 

区登録 

区登録 

区指定 

区指定 

区登録 
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１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。 

 

毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
文
化
財
を
火
災
な
ど

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、全
国
各
地
で
防
火
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 
 

昭
和
24
年
（
一
九
四
九
）
１
月
26
日
、
現

存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法

隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
白
鳳
時
代
（
７
世
紀
半

ば
〜
８
世
紀
初
め
）
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

 

こ
の
壁
画
の
焼
損
は
、
国
民
に
強
い
衝
撃
を

与
え
、
火
災
や
災
害
に
よ
る
文
化
財
保
護
の
危

機
を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
翌
昭
和

25
年
（
一
九
五
〇
）
に
文
化
財
保
護
の
総
括

的
な
法
律
と
し
て
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
法
隆
寺
金
堂
の
修
理
事
業
が
完
了

し
た
年
の
翌
昭
和
30
年
（
一
九
五
五
）、
法
隆

寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

１
・
２
月
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
１

月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま

し
た
。 

練
馬
区
で
も
、
区
内
の
消
防
署
や
地
域
の
防

災
組
織
に
よ
る
消
防
演
習
が
、
神
社
・
寺
院
等

で
行
わ
れ
ま
す
。 

次
の
演
習
は
、
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

       

 

日
時
・
場
所  

 

◆
石
神
井
消
防
署
に
よ
る
演
習 

 

１
月
26
日(

月) 

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で 

 
 
 
 

教
学
院
（
大
泉
町
６-

24-

25
） 

 

【
問
合
せ
】
伝
統
文
化
係
ま
で 

                     

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        

           

                      

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー 

昨 年 の 様 子 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館 

「
ね
り
ま
の
遺
跡
」 

展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設 
 

練
馬
区
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
展 

示
し
て
い
ま
す
。
旧
石
器
時
代
の
石
器
、
縄 

文
時
代
の
土
器
や
石
器
、
弥
生
、
平
安
時
代 

の
土
器
、
中
世
の
陶
磁
器
等
を
ご
覧
い
た
だ 

け
ま
す
。 

 

■
場 

所 
 

高
野
台
２-

25-

１ 

 
 
 
 
 
 
 

最
寄
駅 

練
馬
高
野
台
駅 

(

徒
歩
15
分) 

 

■
開
館
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
半 

■
休
館
日 

 

12
月
29
日
〜
１
月
３
日 

■
展
示
の
問
合
せ 

伝
統
文
化
係
ま
で 

 

 
 
 

 

谷原交差点 目白通り 総合体育館 
ガスタンク 

石神井東中学校 

西武池袋線  練馬高野台駅  

笹 

目 

通 

り 

石
神

井

川

谷原三之橋 


